
●�セミナー「関大の研究を体験する」�
〈公開講座型プログラム〉�

セミナー名 参加校数 受講者数
理工系学部の学びを体験してみよう！（シ
ステム理工学部・環境都市工学部・化学生
命工学部）

15 28

SNSが社会を動かす（法学部・社会学部・
総合情報学部） 12 37

人々の安全を科学する―触れ、試し、学際
的に学ぶ―（社会安全学部） 11 19

わたしの働き方を考えてみよう！～わたし
らしい人生をデザインするために～（文学
部・社会学部・社会安全学部）

4 5

鳥瞰図から読み解く大正・昭和の大阪 （文
学部） 8 14

Javaプログラミング体験～ゲームプログ
ラミングを通じて数学・物理・情報の技術
を学ぶ～（システム理工学部）

24 26

●�学校インターンシッププログラム�
派遣先 派遣校数 派遣者数

高等学校 10 18

中学校 7 8

小学校 4 5

幼稚園 0 0

支援学校 0 0

計 21 31

●�教職員対象研修プログラム�
（大阪市教員のための大学講座を含む）�

セミナー名 参加校数 受講者数
生物模倣による高機能デバイスの開発―蚊
を模倣した痛くない注射針およびモリアオ
ガエルを模倣したロボット用グリッパ―

（システム理工学部）
31 36

被災者支援と法（社会安全学部） 20 22
大阪版　こころの健康専門家ガイドの活用

（社会安全学部） 20 22

「大大阪」の形成・発展と博覧会（文学部） 41 43
緊急事態における安全を心理学から考える

（社会安全学部） 36 38

志向倫理―科学者・教育者・技術者に必要
な倫理の考え方―（化学生命工学部） 28 30

アドベンチャープログラムに学ぶ　経験、
信頼、仲間（人間健康学部） 10 18

シンキングツールの活用（総合情報学部） 31 34
探究学習をどう理解し、実践するか～デザ
インから指導方法、評価まで～（教育推進
部）

37 42

●�小・中学生を対象としたセミナー�
セミナー名 講座数 受講者数

サイエンスセミナー（システム理工学
部・環境都市工学部・化学生命工学部・
テクノサポートセンター）

６ 272

●�各種主催行事� 2024年度

行事名 テーマ 参加者数（延べ）
ビジネスアイデアコンテスト�
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企業見学会 株式会社ガンバ大阪　／　一般社団法人うめきた未来イノベーション機構（U-FINO） 52

起業サポートシリーズ スモールビジネスの作り方　商品開発のプロセスを学ぶ実践ワークショップ　 
～ブックカバー篇～（正和堂書店　小西康裕氏）　／ワークショップ「自分のイヤなことを面白くするには？」 29

特別セミナー 「『好き』から自分のパッションを見つける～起業とスタートアップのリアルな挑戦～」 
（株式会社イノカCEO高倉葉太氏、関西大学化学生命工学部 上田正人教授） 19

KSAC共催イベント スキルアップイベント2DAYS「自分らしさが武器になる！未来を切り拓くアントレプレナーシップ」  
(Uniforce株式会社　代表取締役CEO / 公認会計士　砂田 和也氏） 22

知財センター

　知財ポリシーに基づき、研究成果（知的財産）の管理体制の整備（発
明規程等取り扱いルールの整備・運用）を行い、研究成果を産業界へ
技術移転するための積極的な活動を行っています。また、知財に関す

るセミナー等の開催や知財インターンシップ事業により、教職員や学
生に対する知的財産権に関する啓蒙活動を行っています。

地域連携センター

　地域社会との連携窓口としての役割を果たすとともに、地域連携に
関するノウハウの蓄積、連携活動の具体化を図ります。地方自治体や
団体、企業との連携協定の締結や、教育研究活動を通じて連携先の課
題解決をめざす地域課題解決型事業の展開を推進しています。また、

学内外において多様で特色ある公開講座やセミナーを開催し、本学の
教育研究活動の成果を広く社会へ届けることにより、開かれた大学の
役割の一翼を担っています。

高大連携センター

　大学の重要な使命の一つ「次世代の人材育成」を目標に掲げ、同じ
使命を共有する教育委員会、高等学校、中学校、小学校、幼稚園、支
援学校等と連携を図りながら、さまざまな高大連携事業に取り組んで
います。例えば、高校生が「大学の学び」を体験できる出張講義や公

開授業、現職の教職員を対象とした研修講座、本学学生が教育現場で
就業体験を行う「学校インターンシップ」などが挙げられます。これ
ら各種プログラムを通じ、豊かな教育環境の創出と次世代を担う人材
の育成をめざしています。

●特許出願　発明届出件数（累計）1,167件 （単位：件）
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●知財インターンシップ
（学内知財インターンシップ）実習地：社会連携部知財センター

2022年度 2023年度 2024年度
人　数 3 6 3

（学外知財インターンシップ）派遣先：企業等知財関係部門
2022年度 2023年度 2024年度

派遣学生人数 3 3 3
派遣企業・団体数 1 1 1

派遣日数 15 15 15

●�主な事業� 2024年度

●�地域連携に関する連携協力協定� 2025年4月1日現在

団体・企業 事業内容
大阪府池田市 商店街空き店舗活用事業「関関COLORS」への学生参加
大阪府堺市 堺市・関西大学地域連携協議会／堺市と関西大学との地域連携事業
大阪府吹田市 吹田市・関西大学連携推進協議会／生涯学習吹田市民大学　関西大学講座／「地方の時代」映像祭
吹田市・摂津市・

国立循環器病研究センター 北大阪健康医療都市における連携事業

大阪府高槻市 高槻市・関西大学連携推進会議／無料法律相談（協力：関西大学学術研究会法律相談所）
夏休み子ども大学／けやきの森市民大学　関西大学公開講座

京都府八幡市／
UR都市機構 男山地域まちづくり連携協定に基づく年次報告会

奈良県明日香村 かんだい明日香まほろば講座／「飛鳥ハーフマラソン」でのボランティア派遣／明日香村　子どもスポーツ体験 in 関西大学
兵庫県丹波市 丹波市・関西大学連携事業推進協議会

協定締結自治体等

大阪府高槻市、大阪府吹田市、りそな銀行、大阪府八尾市、奈良県明日香村、兵庫県丹波市、佐賀県武雄市、天神橋筋商店連合会、
兵庫県加西市、大阪シティ信用金庫、大阪府堺市、大阪府池田市、阪急阪神不動産株式会社、京都府城陽市、伏見酒造組合、池田
泉州銀行、大阪市北区、奈良県葛城市、岩手県大槌町、道頓堀商店会、京都府八幡市・UR都市機構、兵庫県養父市、国立研究開
発法人国立循環器病研究センター、大阪府摂津市、大阪府都市整備部、一般財団法人林原美術館、和歌山県・田辺市、高知県安芸
市、兵庫県猪名川町、阪急電鉄、大阪府、大阪府河内長野市・UR都市機構、福井県大野市、大阪府河内長野市・株式会社コノミヤ、
三井住友銀行、兵庫県朝来市、関西電力株式会社、Daigasエナジー株式会社、エア・ウォーター株式会社、大阪府岸和田市、株
式会社モンベル（計41例）

連 携 内 容 連携協議の実施、連携講座の開講、共同研究プロジェクトの推進、地域活性化事業の推進等

●�セミナー「関大の知にふれる」〈出張講義型プログラム〉
種別 派遣高校数 回　数

教員による模擬講義 42 61

●�セミナー「関大の講義に学ぶ」〈受講体験型プログラム〉�
受講科目数 参加校数 受講者数

春
学
期

法学部1・文学部5・外国語学部1・
社会安全学部1・共通教養科目1 
計9科目

5 22

秋
学
期

法学部1・文学部6・社会安全学
部2・システム理工学部1・化学
生命工学部1 計11科目

8 24

� 2024年度

� 2024年度

●�大学発ベンチャー設立状況※1� 2025年4月1日現在

設立年 会社名 活動拠点※２
2014 株式会社アイ・エレクトロライト ○

2016 株式会社KUREi ○
株式会社KUNAi

2017 株式会社Ku:P ○

2018
Intelligent Style株式会社
合同会社SOLARIS ○
株式会社Phindex Technologies ○

2019 株式会社イノカ ○
2021 ORAM株式会社 ○

2024 株式会社Dincula ○
株式会社nu. ○

※1　大学の研究成果や技術を用いて事業化した企業
※2　イノベーション創生センターに活動拠点を置く大学発ベンチャー

イノベーション創生センター

　千里山キャンパス中央に位置する本センターでは、イノベーション
創出の拠点として、総合大学の利点を活かした人文・社会・自然科学
系の学問分野の融合、学内外の研究者や技術者との対話・交流を重ね

た産学官連携による科学技術の研究開発、関大発ベンチャーの創出お
よび支援、そしてアントレプレナーシップの醸成に取り組んでいます。

社会連携

Kansai University34 Kansai University 35



●�セミナー「関大の研究を体験する」�
〈公開講座型プログラム〉�

セミナー名 参加校数 受講者数
理工系学部の学びを体験してみよう！（シ
ステム理工学部・環境都市工学部・化学生
命工学部）

15 28

SNSが社会を動かす（法学部・社会学部・
総合情報学部） 12 37

人々の安全を科学する―触れ、試し、学際
的に学ぶ―（社会安全学部） 11 19

わたしの働き方を考えてみよう！～わたし
らしい人生をデザインするために～（文学
部・社会学部・社会安全学部）

4 5

鳥瞰図から読み解く大正・昭和の大阪 （文
学部） 8 14

Javaプログラミング体験～ゲームプログ
ラミングを通じて数学・物理・情報の技術
を学ぶ～（システム理工学部）

24 26

●�学校インターンシッププログラム�
派遣先 派遣校数 派遣者数

高等学校 10 18

中学校 7 8

小学校 4 5

幼稚園 0 0

支援学校 0 0

計 21 31

●�教職員対象研修プログラム�
（大阪市教員のための大学講座を含む）�

セミナー名 参加校数 受講者数
生物模倣による高機能デバイスの開発―蚊
を模倣した痛くない注射針およびモリアオ
ガエルを模倣したロボット用グリッパ―

（システム理工学部）
31 36

被災者支援と法（社会安全学部） 20 22
大阪版　こころの健康専門家ガイドの活用

（社会安全学部） 20 22

「大大阪」の形成・発展と博覧会（文学部） 41 43
緊急事態における安全を心理学から考える

（社会安全学部） 36 38

志向倫理―科学者・教育者・技術者に必要
な倫理の考え方―（化学生命工学部） 28 30

アドベンチャープログラムに学ぶ　経験、
信頼、仲間（人間健康学部） 10 18

シンキングツールの活用（総合情報学部） 31 34
探究学習をどう理解し、実践するか～デザ
インから指導方法、評価まで～（教育推進
部）

37 42

●�小・中学生を対象としたセミナー�
セミナー名 講座数 受講者数

サイエンスセミナー（システム理工学
部・環境都市工学部・化学生命工学部・
テクノサポートセンター）
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特別セミナー 「『好き』から自分のパッションを見つける～起業とスタートアップのリアルな挑戦～」 
（株式会社イノカCEO高倉葉太氏、関西大学化学生命工学部 上田正人教授） 19
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知財センター

　知財ポリシーに基づき、研究成果（知的財産）の管理体制の整備（発
明規程等取り扱いルールの整備・運用）を行い、研究成果を産業界へ
技術移転するための積極的な活動を行っています。また、知財に関す

るセミナー等の開催や知財インターンシップ事業により、教職員や学
生に対する知的財産権に関する啓蒙活動を行っています。

地域連携センター

　地域社会との連携窓口としての役割を果たすとともに、地域連携に
関するノウハウの蓄積、連携活動の具体化を図ります。地方自治体や
団体、企業との連携協定の締結や、教育研究活動を通じて連携先の課
題解決をめざす地域課題解決型事業の展開を推進しています。また、

学内外において多様で特色ある公開講座やセミナーを開催し、本学の
教育研究活動の成果を広く社会へ届けることにより、開かれた大学の
役割の一翼を担っています。

高大連携センター

　大学の重要な使命の一つ「次世代の人材育成」を目標に掲げ、同じ
使命を共有する教育委員会、高等学校、中学校、小学校、幼稚園、支
援学校等と連携を図りながら、さまざまな高大連携事業に取り組んで
います。例えば、高校生が「大学の学び」を体験できる出張講義や公

開授業、現職の教職員を対象とした研修講座、本学学生が教育現場で
就業体験を行う「学校インターンシップ」などが挙げられます。これ
ら各種プログラムを通じ、豊かな教育環境の創出と次世代を担う人材
の育成をめざしています。

●特許出願　発明届出件数（累計）1,167件 （単位：件）
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●知財インターンシップ
（学内知財インターンシップ）実習地：社会連携部知財センター

2022年度 2023年度 2024年度
人　数 3 6 3

（学外知財インターンシップ）派遣先：企業等知財関係部門
2022年度 2023年度 2024年度

派遣学生人数 3 3 3
派遣企業・団体数 1 1 1

派遣日数 15 15 15

●�主な事業� 2024年度

●�地域連携に関する連携協力協定� 2025年4月1日現在

団体・企業 事業内容
大阪府池田市 商店街空き店舗活用事業「関関COLORS」への学生参加
大阪府堺市 堺市・関西大学地域連携協議会／堺市と関西大学との地域連携事業
大阪府吹田市 吹田市・関西大学連携推進協議会／生涯学習吹田市民大学　関西大学講座／「地方の時代」映像祭

吹田市・摂津市・
国立循環器病研究センター 北大阪健康医療都市における連携事業

大阪府高槻市 高槻市・関西大学連携推進会議／無料法律相談（協力：関西大学学術研究会法律相談所）
夏休み子ども大学／けやきの森市民大学　関西大学公開講座

京都府八幡市／
UR都市機構 男山地域まちづくり連携協定に基づく年次報告会

奈良県明日香村 かんだい明日香まほろば講座／「飛鳥ハーフマラソン」でのボランティア派遣／明日香村　子どもスポーツ体験 in 関西大学
兵庫県丹波市 丹波市・関西大学連携事業推進協議会

協定締結自治体等

大阪府高槻市、大阪府吹田市、りそな銀行、大阪府八尾市、奈良県明日香村、兵庫県丹波市、佐賀県武雄市、天神橋筋商店連合会、
兵庫県加西市、大阪シティ信用金庫、大阪府堺市、大阪府池田市、阪急阪神不動産株式会社、京都府城陽市、伏見酒造組合、池田
泉州銀行、大阪市北区、奈良県葛城市、岩手県大槌町、道頓堀商店会、京都府八幡市・UR都市機構、兵庫県養父市、国立研究開
発法人国立循環器病研究センター、大阪府摂津市、大阪府都市整備部、一般財団法人林原美術館、和歌山県・田辺市、高知県安芸
市、兵庫県猪名川町、阪急電鉄、大阪府、大阪府河内長野市・UR都市機構、福井県大野市、大阪府河内長野市・株式会社コノミヤ、
三井住友銀行、兵庫県朝来市、関西電力株式会社、Daigasエナジー株式会社、エア・ウォーター株式会社、大阪府岸和田市、株
式会社モンベル（計41例）

連 携 内 容 連携協議の実施、連携講座の開講、共同研究プロジェクトの推進、地域活性化事業の推進等

●�セミナー「関大の知にふれる」〈出張講義型プログラム〉
種別 派遣高校数 回　数

教員による模擬講義 42 61

●�セミナー「関大の講義に学ぶ」〈受講体験型プログラム〉�
受講科目数 参加校数 受講者数

春
学
期

法学部1・文学部5・外国語学部1・
社会安全学部1・共通教養科目1 
計9科目

5 22

秋
学
期

法学部1・文学部6・社会安全学
部2・システム理工学部1・化学
生命工学部1 計11科目

8 24

� 2024年度

� 2024年度

●�大学発ベンチャー設立状況※1� 2025年4月1日現在

設立年 会社名 活動拠点※２
2014 株式会社アイ・エレクトロライト ○

2016 株式会社KUREi ○
株式会社KUNAi

2017 株式会社Ku:P ○

2018
Intelligent Style株式会社
合同会社SOLARIS ○
株式会社Phindex Technologies ○

2019 株式会社イノカ ○
2021 ORAM株式会社 ○

2024 株式会社Dincula ○
株式会社nu. ○

※1　大学の研究成果や技術を用いて事業化した企業
※2　イノベーション創生センターに活動拠点を置く大学発ベンチャー

イノベーション創生センター

　千里山キャンパス中央に位置する本センターでは、イノベーション
創出の拠点として、総合大学の利点を活かした人文・社会・自然科学
系の学問分野の融合、学内外の研究者や技術者との対話・交流を重ね

た産学官連携による科学技術の研究開発、関大発ベンチャーの創出お
よび支援、そしてアントレプレナーシップの醸成に取り組んでいます。

社会連携
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N（新物質・機能素子・生産技術）研究部門　研究員58人

 I（情報・通信・電子）研究部門　研究員59人

 B（生命・人間・ロボティクス）研究部門　研究員34人

 E（環境・エネルギー・社会）研究部門　研究員83人

戦略的研究推進センター　研究員12人　

医工薬連携研究センター　研究員34人

地域再生センター　研究員10人

社会空間情報科学研究センター　研究員６人

●研究部門

●研究センター

科学技術振興会　　法人会員52　個人会員７　合計59
構
機
進
推
術
技
学
科
端
先

関大メディカルポリマー研究センター　研究員25人

カーボンニュートラル研究センター

　カーボンニュートラル研究センターは、本学が多角的に地球環境の
保全に貢献する機関として社会から認知される存在となることをめざ
して、人材育成と研究活動の促進やカーボンニュートラルに向けた社

会活動の支援に取り組んでいます。CO₂排出量を、2030年度には50％
削減、2050年度にはカーボンニュートラルとなることをめざして尽力
しています。

●�各種シンポジウム・セミナー
行事名 参加人数（開催数） 開催日

招へい研究員による特別講演会 75（全2回） 2024年5月13日、24日
研究会による講演会 42（全1回） 2024年5月15日
外国語による特別講演会 108（全3回） 2024年5月22日、24日、6月10日
医工薬連携研究センター特別講演会 89（全2回） 2024年6月17日、12月12日
研究部門別発表会 166（全3回） 2024年10月17日、11月14日、2025年1月20日
第29回関西大学先端科学技術シンポジウム 852（全1回） 2025年1月23日、24日
関大メディカルポリマーシンポジウム 66（全1回） 2025年1月24日

■先端科学技術推進機構
●組織図（2025年4月1日現在）

� 2024年度

関西大学・大阪医科薬科大学 医工薬連環科学教育研究機構

　医学・工学・薬学・看護学を融合した医工薬連環科学分野において、
両大学が連携して、大学の使命である教育・研究・社会貢献に取り組

んでいます。両大学の特色を活かし、またその協働によって新たな成
果を産み、社会へ提供できるよう尽力しています。

●�理科実験の体験を中心とする出張講義
種別 派遣小学校数 受講者数

教員と学生による模擬講義 18 1,275

●�自由研究コンテスト2024 ～めざせ集まれ未来の科学者‼～
応募件数 第一次審査通過件数 入賞件数

690 30 10

●�シンポジウム・セミナー・発表会�
行事名 参加者数 開催日

関西大学・大阪医科薬科大学　医工薬連環科学教育研究機構研究発表会 
（関西大学先端科学技術シンポジウム内で開催） 70 2025年１月23日

関西大学・大阪医科薬科大学　医工薬連環科学教育研究機構シンポジウム 
（於　大阪医科薬科大学） 43 2025年１月18日

主催・共催 講座名 テーマ 参加者数

地域連携センター

関西大学おおさか文化セミナー
関西大学おおさか文化セミナー（前期） 131

関西大学おおさか文化セミナー（後期） 118

生涯学習吹田市民大学関西大学講座
源氏物語から平安時代をよみ解く 795

誰を信じればいい？新NISA時代の消費者が知っておかなければならないこと 115

けやきの森市民大学 関西大学公開講座 生老病死とマインドフルネス 87

高槻市「夏休み子ども大学」
紙で創る不思議！立体錯視の秘密を探る冒険 26

分子模型を組み立てて、目に見えない化学の世界を見てみよう！ 32

かんだい明日香まほろば講座

最後の天皇陵古墳 ―火葬と改葬― 550

川原寺の仏たち ―裏山遺跡発掘調査50年― 141

古代宮都の元日儀礼 148

二大学連携事業 （大阪公立大学・関西大学） 「眠りの科学」～よりよい睡眠とは～ 121

東西学術研究所

第64回泊園記念講座 仏教と僧侶 57

東西学術研究所特別講演会 三国志を読む愉しみ　～歴史から語り物、そして小説へ～ 71

第２回東西学術研究所特別講演会 イタリアとの架け橋となった日本人青年たち　―イタリアのジャポニスム― 50

第３回東西学術研究所特別講演会 中國時代劇に見る弱者の生きる道　――琅琊榜、一念関山、成化十四年～ 228

経済・政治研究所

第261回産業セミナー 「ポスト・トゥルースから陰謀論へ？―偽「大きな物語」の復活をめぐって」 
「国家の保護機能喪失と民主主義の可能性」 35

第262回産業セミナー 財政運営に関する公会計の視点と財政の視点 22

第263回産業セミナー サブサハラ・アフリカへの民間投資とビジネス創出の可能性
―日本の対アフリカ政策を考える― 7

第264回産業セミナー VUCA時代のBCM ―事業創造・事業継続・事業承継― 36

第223回公開講座 大阪・関西万博の意義～万博を契機とした新たな事業の方向性と可能性を考える～ 90

第224回公開講座 大阪・関西万博の経済効果とこれからの大阪経済 57

法学研究所

第164回特別研究会 医師によるALS患者殺人事件 ―安楽死・尊厳死、自殺幇助の問題などを取り上げて― 39

第165回特別研究会 ウクライナ・パレスティナ武力紛争の制御における国際法の役割 87

第166回特別研究会 池田勇人の風呂を入れたのはだれか？ ―日本政治史からみるジェンダーと政治 64

第167回特別研究会 「生命に対する権利」から死刑を考える 27

第65回公開講座 アカデミアとビジネスのインターフェースとしてのELSI 
データビジネス領域における「企業内哲学者」のポリティクス 19

第66回公開講座 政治学の科学化とは何か ―戦後日本の政治学史から考える 81

第67回公開講座 悪徳商法から身を守ろう ～商品先物取引から排出権取引まで～ 30

東西学術研究所 経済・
政治研究所 法学研究所 合同シンポジウム 先端科学技術と現代社会 75

人権問題研究室
公開講座

ひとりぼっちのいない町をつくる ―貧困・教育格差に取り組む大阪・高槻富田の実践に学ぶ 51

交差性教育学（intersectional pedagogy）とはなにか 46

小さな村の小さな？！一歩 ～奈良県川上村にみる地域福祉の未来～ 45

融和運動と部落女性 52

開設50周年記念特別シンポジウム 人権論のいま ―インターセクショナリティの視点から― 140

東京センター

早瀬万豊前監督講演会 「想い」をかたちに 63

第10回丸の内ゼミナール 「今日の消費とブランド・イノベーション」 50

東京泊園塾（連続講座　全4回）

富雄丸山古墳の発掘調査成果 104

生きる ―人生を楽しく目一杯生きぬく術の提案― 45

仁徳天皇陵 ―倭国の玄関　堺― 108

関西の村野藤吾建築 ―近現代建築の見方・楽しみ方 25

論壇チャンネル
「ことのは」タイアップ企画（収録）

［関大論壇］データで見えなくなる世界 ―戦争・ケア・大学― 3

「祖国」を論じる人文・社会科学へ 4

教育後援会 第50回飛鳥史学文学講座
－やまと・あすか・まほろば塾－（計14回） 各回の詳細については、P58をご覧ください。 1,929

■公開講座� 2024年度

主催 プログラム名 コース名 参加者数

教育推進部 海外子会社の経営を担う人材を養成する大学院教育プログラム
〈ベーシックコース〉（19科目） 2
〈アドバンストコース〉（30科目） 5

■履修証明プログラム� 2024年度
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